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＜用語解説＞
いこう

遺構‥大地に残る過去の人間活動の痕跡で、土地につながっていて分離できない不動産
ふんぼ

的なもの。住居や城・屋敷・墳墓・水田・畑などの構築物やその部分を指す。
たてあなじゅうきょ

竪穴住居‥地面を掘り下げて床面とした、半地下式の住居。平面形は方形・丸形・楕

円形など様々。縄文時代以降、古墳時代まで全国的に住居の主流であった。
はじき

土師器‥弥生土器の技術を受けついだ、古墳時代以降の素焼きの土器。主に野焼きで焼
せきかっしょく

かれるため、赤褐色の軟質な製品となる。古代以降は需要の拡大とともに土器の
どなべ　どがま

大量生産、土器づくり工人の専業化がすすむ。土鍋や土釜、かわらけといった土師

器系の土器は、近世まで製作・使用され続ける。
すえき

須恵器‥古墳時代中期（約1600年前ころ）朝鮮半島より技術者が渡来して作られた

土器。ろくろで成形し、窖窯のなかで1000℃以上の高温と還元状態で焼かれ
せいかいしょく

るため、青灰色の硬質な製品となる。須恵器製作の技術はやがて全国に拡がり、
とうじき

後の陶磁器生産の起源となる。
くかくみぞ

区画溝‥屋敷や屋敷の内部を区画する溝
どこう

土坑‥遺構の一つで、人間が地面を掘り下げ作った穴のこと。形状は様々で、その名称
はいき　　　　　　　

も廃棄土坑（ゴミ穴）・鋳造土坑など、目的や用途により分かれる。
はじきさら

かわらけ‥土師器皿の一般名称で、素焼きの皿のことを指す。

瀬戸・美濃産陶器‥愛知県瀬戸市および岐阜県東濃地方で焼かれた陶器。
とらいせん

渡来銭‥中国で製造された銅銭で、中世以降日本に大量に輸入され、流通した。

はんちかしき

やよいどき すや

あながま かんげんじょうたい

ちゅうぞう


